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防災システム研究所の山村武彦所長を講師に迎え、
市主催による防災講演会が 2 月 22 日、豊科公民館で開
かれました。

会場には自主防災組織関係者や消防団員などを含む
400 人以上の市民が集まり、阪神淡路大震災や台風 19
号での事例を映像を交えて学びました。

山村所長は「災害発生後の対処訓練はよく行われて
いるが、発生前または発生時の訓練も同様に大切」と
話し、電気・ガス・水道を使わずに１日過ごして備蓄
品の不足を確かめる訓練や、自動車のガソリンは半分
になったら給油するルールを徹底するなど、家庭でで
きる取り組みを紹介しました。

また、地震発生の際には、物の下敷きになったり閉
じ込められたりするケースが多いことから、玄関など
に落下物がなく閉じ込められる心配のない「安全ゾー
ン」を設定し、少しでも揺れを感じたら逃げ込む訓練
を推奨していました。

2/22　市防災講演会

自宅で避難生活の訓練を

壇上で講演する山村所長

いざという時に備えてチェックしてみましょう！

市防災マップより抜粋

～つどい・まじわり・つながろう～

みんなが主役ではじまる協働のまちづくり
社会情勢の変化とともに地域課題は複雑化し、課題の解決には、市民活動団体や区などの自治会、企業、

教育機関、行政など、あらゆる主体がその役割と責任を果たし、一つの主体だけで解決することができない

部分はお互いに協力し合う「協働のまちづくり」を推進していくことが重要です。

市は、市内を中心に活躍する「市民活動団体」について広く情報を発信し、つながりを広げることを目的に「安

曇野市市民活動フェスタ」の開催を予定していました。残念ながら、新型コロナウイルス感染拡大防止のた

めに中止となりましたが、当日発表予定であった本年度実施事業の一つをご紹介します。

問地域づくり課まちづくり推進係　471・2494　672・3176
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登録団体の紹介冊子が完成しました！

市民活動団体「世代を超えて地域と共に歩む会」と市民活動サポートセンターは、市民から提案を受け協働
で事業に取り組む、市民協働事業提案制度に基づき、市民活動サポートセンターの情報誌を作成しました。市
民活動団体がお互いの情報を共有し、つながり、支え合うことができるよう、この情報誌
には、センターに登録のある 82団体が掲載され、それぞれの魅力が一目で分かるよう
キャッチフレーズを添えるなど掲載内容やレイアウトを工夫しました。
公共施設だけでなく市内の駅や銀行、病院等の民間施設にも設置していますので、ぜ
ひご覧ください。
【市内設置場所】本庁舎・各支所、公民館、図書館、小中学校、認定こども園など

問市民活動サポートセンター　471・2013　672・3176

こんな子育てもあります！
のぞきに来ませんか？

他にもこんな団体が

活動しています


